
Ⅰ．はじめに

　コンテナ苗の利用は，裸苗と比べて植栽適期を拡大すること
（Barnett and Brissette, １９８６），植栽後の活着・成長も良好であ
ること（Boyer, １９８９）から，植栽の労力分散や作業効率を高め
る手段として有望であると考えられる。
　海外のコンテナ苗の植栽が普及している国々では，かつて，
ルーピング（過根巻現象）に起因する成長不良（Stone and 
Norberg, １９７８）や風倒（Bell, １９７８）の発生が報告された。しか
し，コンテナの開発・改良が進み，近年ではコンテナ苗の育成技
術についてマニュアル化されている（Dumroese et al., ２００９）。
　一方，日本においても１９９０年代からコンテナ技術に関する研究
が開始され（遠藤，２００７），スギについては，マルチキャビティ
コンテナを用いた育苗試験（遠藤ほか，１９９８；大塚ほか，２００８；
林野庁，２００８）が行われているが，容器の容積が苗木の成長に与
える影響について検討した事例は少ない。
　そこで，今回は，容器容積が調節できる育苗コンテナを試作し，
スギ苗の育成試験を行ったので報告する。

Ⅱ．材料と方法

　試作した育苗コンテナは，ポリシートを丸めた筒状容器とそれ
を支えるトレーで構成され，Ｍスターコンテナ（M-StAR 
Container（Multi-Stage Adjustable Rolled Container））と名付け
た。ポリシートは，片面が波形状のアプトン®（四国化工（株）製）
を用い，任意の直径になるよう波形面を内側に丸めて容器とした
（写真－１）。容器サイズは，外径３，４，５cm，高さ１２， １６， ２０cm
を組み合わせた９種類（容積が５８〜３４２ml，表－１）とした。ま
た，トレーは最高４０個（本数密度２３２本／m２）の容器を立てられ
るニューTOトレー（（株）東海化成製，縦３３．０cm×横５２．３cm×
高さ６．５cm）を使用した（写真－２）。
　供試したスギはタノアカ品種で，２００８年１１月に小型さし穂によ
るさし木（岩切・黒木，２００６）を行い，２００９年４月に発根した幼
苗を各サイズの容器に４０本ずつ移植，２トレーに均等配置した
（本数密度１１６本／m２）。移植時における幼苗の地下部は，地際か

ら基部（さし穂の切り口部）までの長さを約５cmとし，容器の
底から根が突出しないように基部から約２cmの位置で剪定鋏に
よる根切りを行った。培地は赤玉土，ヤシ殻，もみ殻くん炭を容
積割合で６：３：１に混合したものを使用した。肥料は元肥とし
て乾燥鶏糞，牛糞堆肥，熔成苦土リン肥を加え，液肥（ハイポ
ネックス®）を６月から週１回散布した。また，容器をトレーに
立てる際は，容器の外面とトレーの仕切りの間に僅かなスペース
が生じるため，細長く裁断したポリシートを巻いて容器が傾かな
いように補強した。
　コンテナ苗の育成は当センターの苗畑で実施し，同年４月から
６月までは遮光率約４０％の寒冷紗による日よけを行い，７月以降
は遮光を行わなかった。また，容器底部で根の伸長を抑制させる
エア・プルーニング（空気根切り，Persson，１９７８）を行うため，
容器の底が地面に接地しないようにした（写真－３）。
　育苗試験は同年９月まで行い，コンテナ苗の成長状況を調査し
た。苗木地上部については，苗高及び根元径を測定し，試験開始
時の値を１００とした比率を成長率として算出した。苗木地下部に
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表－１．供試容器のサイズと容積（ml）
２０cm１６cm１２cm外径＼高さ
９７７８５８３cm
１９５１５６１１７４cm
３４２２７４２０５５cm

写真－１．容器資材
 （アプトン遺，A３５０）

写真－２．容器支え用資材
（ニューTOトレー，４０T）



ついては，各試験区から１０本ずつ無作為抽出を行い，容器をシー
ト状に展開して根系部分を取り出し，根系形成の状況，一次根数
及び発根乾重（主軸を除いた根系部分の乾燥重量）を調査した。

 Ⅲ．結果と考察

　育苗試験後の生存率，苗高及び根元径の状況を表－２に示す。
生存率は９２．５〜１００％で，容器の直径及び高さが小さくなるほど
生存率がやや低下する傾向にあった。枯死した個体のほとんどは，
試験を開始して１〜２週間以内，つまり根が十分に発達していな
い時期に枯れていたことから，容積が少ない容器では，培地の水
分が不足傾向にあった可能性がある。平均苗高は２３．５〜２６．２cm，
平均根元径は５．３〜５．９mmであった。
　根系の形成状況を調査した結果，すべての容器サイズにおいて，
容器内壁に衝突した根は垂下していた。また，根端は容器の底で
伸長を停止しており，根の旋回によるルーピングは認められな
かった（写真－４）。外国樹種において，Hiatt and Tinus（１９７４）
は育苗容器の内壁が滑らかであるよりもリブ（縦筋状の凹凸）を

設けた方が根の旋回は少なくなることを確認している。また，
Persson（１９７８）は容器の底を大きく開放してエア・プルーニン
グを行うことにより，根の変形を抑制できることを報告している。
さらに，遠藤ほか（１９９８）がスギの育苗試験に用いたマルチキャ
ビティコンテナは，容器内がリブの付いた内壁と開口した底を持
つ構造になっており，根の変形を抑制する効果が確認されている。
試作したＭスターコンテナは，シート内面の波形がリブの役目を
果たし，根が真下に誘導されたことや，底が開いた筒状容器によ
りエア・プルーニングの効果が認められたことから，根の変形抑
制に有効な育苗容器であると考えられる。
　苗高成長率，根元径成長率，一次根数及び発根乾重の結果を表
－３に示した。全体的に見ると容器の直径及び高さの値が大きい
ほど各平均値は増加する傾向にあった。分散分析の結果，容器の
直径間では，苗高成長率（p<０．０１），根元径成長率（p<０．０５），
発根乾重（p<０．０１）で有意差が認められたが，一次根数には有
意な差はなかった。また，容器の高さ間では，苗高成長率
（p<０．０５），発根乾重（p<０．０１）で有意差が認められたが，根元
径成長率，一次根数には有意差が見られなかった。なお，交互作
用には統計的有意差はなかった。
　一定容量の土壌で育苗した場合，根系の成長が制限され，茎葉
部の成長も抑制される（根の事典編集委員会，１９９８）ことから，
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写真－３．育苗試験の状況

写真－４．容器の高さ及び直径別根系の状況

表－２．育苗試験後の生存率，苗高及び根元径の状況
根元径苗高生存率

（％）

生存数

（本）

供試
本数
（本）

容器サイズ
平均（最小－最大）

（mm）
平均（最小－最大）

（cm）
高さ
（cm）

直径
（cm）

５．６（３．９－７．９）２４．６（２１．０－２８．５）９２．５３７４０１２
５．４（４．０－８．６）２３．５（２０．０－２７．０）９７．５３９４０１６３
５．５（３．８－８．５）２３．６（１９．５－２９．５）９７．５３９４０２０
５．６（４．１－８．０）２４．２（２１．０－２８．５）９２．５３７４０１２
５．５（３．９－８．２）２４．５（２１．０－２８．０）９５．０３８４０１６４
５．６（３．８－８．３）２４．４（２１．０－３０．５）１００．０４０４０２０
５．９（４．７－８．４）２５．９（２１．０－３１．０）１００．０４０４０１２
５．７（４．１－８．１）２６．２（２２．０－３４．０）１００．０４０４０１６５
５．３（３．９－７．０）２５．５（１６．５－３４．０）１００．０４０４０２０



本試験での苗木の地上部の成長の差異は，容器サイズに基づく限
られた根系成長が影響していると考えられる。特に，容器径にお
いて苗高，根元径，根重量への影響が認められたことにより，Ｍ
スターコンテナは，容器径の調節により苗木成長をコントロール
できる可能性がある。
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表－３．容器のサイズが苗木成長に与える影響

発根乾重
（ｇ）

一次根数
（本）

根元径成長率
（%）

苗高成長率
（%）

容器サイズ
高さ
（cm）

直径
（cm）

０．８９±０．３１３３．４±１９．７１１８．７±１４．４１２７．５±２３．１１２
１．２３±０．２３３１．４±１０．９１１５．８±１３．３１２５．４±２３．７１６３
１．４９±０．４７３１．４± ７．７１２２．８±１５．９１４１．７±２８．１２０
１．２２±０．３５３６．０± ９．９１２２．８±１４．６１２４．９±１８．０１２
１．２７±０．４５２９．７±１０．３１２１．０±１３．４１３３．０±２３．４１６４
１．８４±０．２１３６．５± ７．５１２５．５±１８．９１３７．１±２１．７２０
１．３２±０．２７３６．７±１１．８１２９．０±２２．２１５１．０±２６．４１２
１．９６±０．７０３９．４±１０．８１２６．５±１８．０１６１．２±４０．９１６５
２．４３±０．７１４１．２±１２．１１２０．１±１７．６１５３．７±３３．７２０
＊＊N．S．＊＊＊直径
＊＊N．S．N．S．＊高さ
N．S．N．S．N．S．N．S．交互作用

注１）苗高成長率及び根元径成長率は試験開始時の苗高及び根元径を１００とした比率
注２）表内の数値は平均値±標準偏差
注３）＊＊：１％水準有意差あり，＊：５％水準有意差あり，N．S．：有意差なし


